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1　まえがき

散乱行列を高速に取得することを目的としてレーダシ

ステムを開発してきた.従来のシステムは,送信アンテ
ナをPINダイオードスイッチで切り替えることによって

散乱行列を取得していた.しかし,ターゲットが高速で

移動している場合においては,スイッチによるアンテナ

の切り替え時間によってデータに誤差が生じてしまう.

この間題を解決するために,スイッチ切り替えよりも高

速にデータ取得が行える,遅延線を用いたシステムを開

発した.本報告では,スイッチを用いたシステムで取得

したデータと,遅延線を用いたシステムで取得したデー

タの比較を行い.遅延線を用いたシステムの有用性を
示す.

2　PINダイオードスイッチを用いたレーダシステム
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図1スイッチを用いたレーダシステム

このシステムでは,まず一方のHの送信アンテナか

ら信号を送信し,二つの受信アンテナによってHH, VH

のデータを受信する.その後, PINダイオードスイッチ
によって送信アンテナをVに切り替え, HV.VVのデー

タを受信する・このように二回データの受信を行うこと

で,全偏波のデータを取得することができる.

3　遅延線を用いたレ一ダシステム
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図2　遅延線を用いたレ-ダシステム
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このシステムでは,スイッチの替わりに遅延線を用い

てデータを取得する. H.V二つの送信アンテナから,同

時に信号を送信し,二つの受信アンテナで受信すると,

送信信号の遅延により,一つの受信チャンネルでHH.

HVの二つデータ,もう一方の受信チャンネルではVH,

VVのデ-夕が受信できる.つまり,一回の受信で全偏

波のデータを取得することが可能となる.

4　測定状況

スイッチと遅延線の両方のシステムを用いて実験を
行った.測定状況とパラメータを以下に示す.

1-・‖m-i　　　　　　表1測定パラメータ

図3　実験状況

中心周波数 10
掃引周波数 2 G H z】

掃引時間 5 [m sec.】

走査点数 1
F F T ポイント数 16384

ターゲットは0度に傾けた二面コーナリフレクタであ

り,これをアンテナの方向へ移動させながらデータを取

得した.取得したデータは四成分電力分解を行い,結果
を比較した.

5　実験結果

図1スイッチ型の結果　図5　遅延線型の結果

二面コーナリフレクタは二回反射成分が支配的にな
るターゲットであるが,スイッチ切り替え型システムの

結果では表面散乱が支配的になっている.これはスイッ

チによるアンテナ切り替え時にもターゲットが移動し,

データ取得のタイミングが合わずに誤差が発生したため
である.

6　まとめ

遅延線を用いたシステムでは,アンテナの妙り数えに

かかる時間が無く・高速に全偏波のデータが取得できる

ので・ターゲットが移動する場合においても,理想杓な
データを得ることができる.




